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学位論文審査結果の要旨
８月３曰に学位論文審査会を開催した。
蔀芸さんの論文は研究室で開発し、一緒に開発に参加した超低温Ｘ線回折装置を用いて種々の物質
で相転移の研究を行ったものである。即ちCeB6の3.3Ｋと2.3Ｋの間の電子軌道反強四重極秩序相の研
究、CeLaB6の1.6Ｋ以下の未知な第４相の研究、最近また活発に研究されているマグネタイト（Fe3O4）の
120ＫにおけるVerwey転移以下の温度の結晶型が未だきちんと決定されていない、その相転移の研究。青
山学院秋光教授のグループで発見された高温超伝導MgB2の研究などである。特に秋光教授から提供を受け
たMgB2の研究では、Ｘ線反射強度の温度変化が超伝導転移温度付近でピークを作ることを見いだした。こ
れはデバイーウオラー因子によりフオノンの振動数が変化していることを示している。即ち転移点上では
ハードニング、転移点以下ではソフトニングが起きることを示している。更に格子定数の温度変化から結晶
のa軸方向もｃ軸方向も低温で負の熱膨張係数を与えることを観測した｡そしてこの負の熱膨張は三沢のフェ
ルミ流体理論を用いた熱膨張係数の理論で説明できることを示した。これらの結果はMgB2の超伝導がフェ
ルミ流体で説明できる強相関電子とフオノンの相互作用によることを示している。
本論文は以上のように新しい知見を含む興味有る研究成果であり審査員全員一致してこの論文が博士論文
に値するものと判定し合格と認定した。
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